ー+V み テコ | 


浴 


季 
節 
を 
愛 
で 
る 
旅 
名 
亭 
名 
ホ 
テ 
ル 
女 
性 
ひ 
過 
り 
旅 


| 溢 喘 


本 層 鶏 


| さ ーa 沙 三 | 薄 的 つつ Oー 


12 


初秋 の 風 と と も に 聞こ える お わら の 唄 と 三味 の 音 、 
人 々 が 守り 育む 優美 な 民謡 行事 を 楽し む 


直 中 八尾 お わ ら 風 の 盆 
喪 問 た だ よう 胡 己 の 音色 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 株 ) 
1 人 1 


112,000 円 


| 地 | 。。 2 倒 。。 | 。。 人 全 。 | 
DI 103,000 円 1 
|。 100.000 円 。 109.000 円 


※ 大 阪 と の # 


募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 富山 駅 か ら 最終 日 新高 則 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 守山 地方 鉄道 グル ー プ ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P59 を ご 参照 
下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
「 お わら 峰 の 序 物 に つい て ] 上 

田 見物 と な り ま す 。 


各 町 内 に て 「 検 基 り 」「 和 計 し 」 が お こ な われ ます 。 各々 、 自 


パス 当 大 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 その他 


田屋 安兵衛 商店 (宮山 県 有 救 の 老 半 種 商 の 薬屋 ) ガラ ス 半 術 館 (現代 グ 
ラス アー ト を 中 心 と し た 注目 の 美術 館 ) 一 富山 エク セル ホテ ル 東 急 (チェ ッ ク イン 、 
早め の 夕食 : 洋 風 会 詩 ) -> 越 中 八 必 (「 お わら 演舞 場 」 や 各 町 内 で 行わ れる 流し の 無 
「 お わら 風 の 盆 」 な ど 祭 リ で 賑わう 町 並み 自由 散策 ) つ 深夜: 富山 ・ 同 ホテ ル 泊 
午前 : 宿 一 環 水 公園 水上 ライ ン [ 運 河 ク ルー ズ ]^ 岩 瀬 カナ ル 会 館 つ 岩瀬 (上 
方 へ の ※ の 給 出 洪 と し て 栄え た 思 船 間 屋 の 町 並み を 散策 ) -> 高 岡 ・ 瑞 交 寺 ( 国 室 
高岡 の 開 福 前 田 利 長 の 菩提 寺 、 曹 洞 宗 の 名 剃 ) 


東京 発 |6AEN5D00 


大 阪 発 | 6CEN5D00 


『 最 少 催 行人 貞 : 12 名 


@ (公社 ) と や ま 観光 人 


(公社 ) 上 や ま 牧人 


富山 エク セル ホテ ル 東 急 
洋風 人 石 


お わら 風 の 盆 


_ 騙 ヨ 


初秋 の 風 が 吹く 頃 、「 お わら 風 の 委 」 で 越 中 八尾 の 
人 々 は 唄 と 踊り を 楽し み ま す 。 11 の 町 で それ ぞ れ の 
伝統 スタ イル で 演出 され る 時 間 は 幻想 優美 な 踊り 手 
と 地方 中 @ 子 で 観る 者 を 多 了 し ます 。 ガ ラス 美術 館 や 
運河 クル ー ズ 、 静 か な 港町 ・ 岩 瀬 や 国宝 の 瑞 能 寺 な 
どの 名 所 も 訪ね る 充実 の 2 日 間 で す 。 


ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 京都 に 泊まっ て 屋上 か ら ゆ っ た り 見 物 
京都 五山 送り 火 と 
清涼 ・ 貴 舶 の 川床 会 席料 理 


放 和 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


| *eB | el 3 人 ま | 人 ム ま | いき | 
DD 112,000 円 115,000 円 118,000 円 
時 着 88,000 91.000 円 94.000 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 濾 員 は 初日 東 京 駅 か ら 最 総 日 
東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : ヤサカ 観光 バス 、 帝 導 
光 パ ス 、 奈 良 交通 、 東 穫 観 光 の いずれ か ※ 部 屋 タイ プ : 洋 室 ※ 名 
古屋 発着 に つい て は P59 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で 
す 


※ 五 山 送 り 火 は 天候 に よっ て ご 覧 い : ば い 場合 も ご ざい ます 。 ま 
を 中 止 に させ て いた だ 
く こ と が あり ます 。 ※ 十 天 ・ 荒 天 の 場合 、 川 床 料 理 食 は 屋内 の 会 


邦人 に 突 更 を な り ま す 。 La 


ーー バス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 舶 ++ そ の 他 


づつ 金閣 寺 (世界 遺産 ) 国立 博物 館 (等 別 展 「 河 内 長野 の 霊 地 観 心 寺 と 金剛 
教 と 南朝 の 遺産 一 夕刻 : 二 休 城 前 ・AN A ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テ 
泊 (大 文字 特別 ディ ナー 洋食 コー ス 料 理 夕食 、 ホ テル 屋上 か ら 京 都 五山 送 

り 火 を 見 物 / 欠 を 除く 
午前: 宿 衣 究 寺 世界 財 導 、 枯 山 の 諾 
家政 権 の 避 跡 一 権力 者 と 寺 」) 一 綱 船 ・ 鳥 居 茶 屋 ( 真 々 誠に て 川床 料 りー 


ー 相 国 寺 ・ 承 天 閣 美 術 館 (企画 展 「 式 


掲載 No| 


1 8 6CES5C10 
『 最 少 催 行人 員 : 12 名 


東京 発 | 6AES5C10 


川床 会 席料 理 の 一 例 


鳥居 茶屋 真 々 庵 の 川床 二条 城 と ANA ク ラ 
ウン プラ ザ ホ テル 
夏 の 夜空 に 燃え 盛る 京都 五山 送り 火 は お 低 の 精霊 を 


送る と と も に 人 々 の 無病 息災 を 願う 伝統 行事 で す 。 
京都 を 囲む 5 つの 山 に 「 大 文字 」「 炒 法 」「 毅 形 」「 左 大 
文字 」「 伺 居 形 」 が 点火 きれ ます 。ANA ク ラウ ンプ 
* 都 の 屋上 か ら は 、「 炒 」 を 除く すべ て の 
送り 火 が ご 覧 いた だ け ま す 。 2 日 目 は 京 の 奥 座 敷 、 貴 
船 に て 川床 会 席料 理 を お 楽し み 下 きい 。 


